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補
助
・
助
成

れ
んらく

板竹原市役所

〒 725-8666

竹原市中央五丁目 1 番 35 号

http:www.city.takehara.hiroshima.jp

※開設日は、祝

日などにより、

変更する場合が

あります。事前

に電話連絡をし

てください。

ところ
休日当番（初期患者への対応） ２次救急医療（重症患者への対応）

とき（平日：午後 6 時～翌朝 8 時
日曜・祝日：午前 8時～翌朝 8時）とき 診療科目

竹原市休日診療所
☎ 22-7157

日曜日・祝日
（9時～ 16 時）

内科・
小児科

安田病院
☎ 22-6121

1/9・23　2/6・11
（9 時～ 18 時）

外科 毎週火・土曜日
1/9　1/23　2/11

馬場病院
☎ 22-2071

1/10・16・30　2/13
（9 時～ 18 時）

外科 毎週水・金曜日
1/10　1/30　2/13

県立安芸津病院
☎ 45-0055

毎週月・木曜日
1/16　2/6

福
祉
関
係
手
当
の
申
請
を

　

生
活
情
報

①
児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
児
童
（
18
歳
に
達
す

　

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

　

ま
で
、
中
度
以
上
の
障
害
を
有

　

す
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
の
母

　

ま
た
は
父
か
、
養
育
し
て
い
る
人

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

○
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

　

児
童　

○
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
の

　

状
態
に
あ
る
児
童　

等

※
た
だ
し
、
請
求
者
ま
た
は
児
童

　

が
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
・
障

　

害
年
金
・
老
齢
年
金
な
ど
）
を

　

受
け
て
い
る
場
合
は
支
給
で
き

　

ま
せ
ん
。

月
額　

（
所
得
に
よ
り
異
な
る
）

　

９
，
８
５
０
円
～
４
１
，
７
２
０
円

※
子
ど
も
２
人
の
場
合
、
月
額
に

　

５
，
０
０
０
円
を
加
算
。

※
３
人
目
以
降
、
１
人
増
え
る
ご

　

と
に
３
，
０
０
０
円
を
加
算
。

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
（
20
歳
未

　

満
）
を
養
育
し
て
い
る
人

月
額

　

重
度　

５
０
，
７
５
０
円

　

中
度　

３
３
，
８
０
０
円

③
遺
児
福
祉
年
金

対
象　

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て

　

い
る
子
ど
も
（
市
内
に
３
か
月

　

以
上
居
住
し
、
義
務
教
育
修
了

　

ま
で
）
を
養
育
し
て
い
る
人

月
額　

２
，
６
０
０
円

※
①
～
③
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

　

ま
す
。

④
児
童
福
祉
年
金

対
象　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
（
市

　

内
に
２
年
以
上
居
住
し
，
２
０

　

歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
人

月
額

　

障
害
重
度　

３
，
１
０
０
円

　

障
害
中
度　

２
，
６
０
０
円

⑤
遺
児
等
入
学
祝
金

対
象　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
入

　

学
す
る
子
ど
も
を
養
育
す
る
ひ

　

と
り
親
家
庭
ま
た
は
重
度
障
害

　

の
あ
る
父
母

祝
金　

５
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
福
祉
室　

　

☎
22-

７
７
４
２

　

県
で
は
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦

に
各
種
資
金
を
貸
し
て
い
ま
す
。

貸
付
金
の
種
類

①
就
学
支
度
資
金
（
無
利
子
）

　

小
学
校　
　

３
９
，
５
０
０
円

　

中
学
校　
　

４
６
，
１
０
０
円

　
　

（
所
得
税
非
課
税
制
限
あ
り
）

　

高
等
学
校
等　

１
５
０
，
０
０
０
円
～

　

大
学
等　

３
７
０
，
０
０
０
円
～

②
修
学
資
金
（
無
利
子
）

高
等
学
校
等

　

月
額　

１
８
，
０
０
０
円
～

大
学
等

　

月
額　

４
５
，
０
０
０
円
～

※
①
②
の
額
に
つ
い
て
は
、
自
宅
・

　

自
宅
外
通
学
、
学
校
の
種
別
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

③
技
能
習
得
資
金
（
無
利
子
）

　

月
額　

６
８
，
０
０
０
円

④
就
職
支
度
金
（
無
利
子
）

　

１
回　

１
０
０
，
０
０
０
円

※
そ
の
他
の
貸
付
金
に
つ
い
て
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
西
部
東
厚
生
環
境
事
務

　

所
厚
生
課
医
療
福
祉
係

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
９
１
１

　

子
ど
も
福
祉
室　

　

☎
22-

７
７
４
２

ご
み
の
臨
時
収
集
日

母
子

・
寡
婦
家
庭
に
各
種

資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

　

も
や
せ
な
い
物
の
収
集
地
区

は
、
次
の
と
お
り
収
集
日
を
振
り

替
え
ま
す
。

振
替
収
集
日　

　

１
月
10
日

（月）
→
１
月
14
日

（金）

　

２
月
11
日

（金）
→
２
月
10
日

（木）

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

７
７
３
４
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     お気軽にご相談ください

高齢者総合相談
問　地域包括支援センター　☎ 22-5494
　毎週月曜日～金曜日　8：30 ～ 17：30
　※土・日曜日は要望により対応します

消費生活相談
場問　市役所１階消費生活相談室 ☎ 22-6965
毎週月曜日～金曜日　10：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　13：00 ～ 16：00

国民年金相談日
場　福祉会館２階会議室
問　呉年金事務所　☎ 0823-22-1691
　毎月第 2水曜日 10：00 ～ 15：00

ふれあい福祉相談
場　ふくしの駅（中央 3-13-5）
問　ふれあい福祉相談センター☎ 22-8986

※祝日はお休みです。

◎電話による相談も可。

◇ 2・5・8・11 月は司法書士が応相談。

＊法律相談は予約制。月初めから受付。

　 無料での相談は一人 1回です。

相談内容 日 時間帯
◎一般相談

（どんな相談でも）
毎週月～金曜 8：30 ～ 17：00

◎ボランティア相談

（活動希望・援助依頼等）

税金相談 毎月第１金曜

10：00 ～ 15：00

公証事務相談

（遺言・任意後見など） 毎月第２木曜

◇不動産相談 毎月第３水曜

◎障害児者相談 毎月第３木曜

保険・年金相談 毎月第４水曜

◎女性相談 毎月第４金曜

＊法律相談 毎月第２金曜 10：00 ～ 16：00

献
血
に
ご
協
力
を

ひとりで悩まずご相談を
場　NPO 法人たけはらふれあい館（中央二丁目 4-3）

問　いのちのホットライン竹原

　　☎ 22-9102（9：00 ～ 18：00）
　　※ 2/27 は休館します。

国の行政への苦情や相談を受け付けます。

問　竹原市行政相談委員　黒崎　耕二

　　（忠海中町）☎ 26-0607

行政相談

環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を

警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
時　

２
月
９
日

（水）

　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
忠
海

　

４
０
０
ml
献
血
（
特
に
Ｏ
型
）

が
慢
性
的
に
不
足
傾
向
で
す
。

４
０
０
ml
献
血
は
18
歳
～
69
歳

（
65
歳
以
上
の
方
は
60
歳
～
64
歳

の
期
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
の

み
）
が
献
血
の
基
準
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
健
康
状
態
等
に
よ
っ
て

　

は
、
献
血
で
き
な
い
場
合
も
あ

　

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

７
７
３
４

　

家
庭
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
役

立
つ
設
備
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具

　

白
熱
電
球
の
83
％
、
蛍
光
灯
の

60
％
の
使
用
電
力
で
同
等
の
明
る
さ

を
持
ち
、
な
お
か
つ
長
寿
命
で
す
。

②
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ

　

排
気
ガ
ス
中
の
熱
を
回
収
す
る
こ

と
で
、
熱
効
率
を
上
げ
た
給
湯
器
。

従
来
の
給
湯
器
に
比
べ
て
ガ
ス
使
用

量
を
約
15
％
削
減
し
ま
す
。

③
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

　

大
気
中
の
熱
を
溶
媒
に
吸
収
さ

せ
た
後
に
圧
縮
し
、
高
温
化
さ

せ
、
約
90
℃
の
お
湯
を
作
り
出
す

こ
と
で
、
使
用
す
る
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
約
３
倍
以
上
の
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
換
で
き
る
た
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
他
に
も
、
暖
気
の
逃
げ
や

す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
窓
ガ
ラ

ス
を
複
層
ガ
ラ
ス
に
し
た
り
、
窓

ガ
ラ
ス
用
熱
遮
断
フ
ィ
ル
ム
を
利

用
す
る
等
の
手
法
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

７
７
３
４

 

警
察
官
を
名
乗
る
詐
欺
が
県
内

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
警
察
官
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

を
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

疑
わ
し
い
時
に
は
、
次
の
２
点
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
す
ぐ
に
信
用
し
な
い
。

②
す
ぐ
に
110
番
通
報
・
相
談
を
す
る
。

１
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」

 
 

「
110
番
」
は
、
事
件
・
事
故
や
不

審
者
の
情
報
な
ど
を
警
察
に
知
ら

せ
て
い
た
だ
く
緊
急
電
話
で
す
。

①
事
件
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

 
 

す
ぐ
に
110
番
し
て
く
だ
さ
い
。

 

110
番
を
か
け
た
ら
、
落
ち
着
い  

 

て
警
察
官
の
質
問
に
答
え
て
く  

 

だ
さ
い
。

②
い
た
ず
ら
110
番
は
ゼ
ッ
タ
イ
に   

 

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

緊
急
事
件
事
故
の
110
番
受
理
や

指
令
業
務
の
妨
害
に
な
り
ま
す
。

悪
質
な
場
合
、
検
挙
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

③
110
番
は
緊
急
専
用
の
電
話
で
す
。

 

相
談
・
問
い
合
わ
せ
等
の
電
話

に
よ
り
、
本
来
の
緊
急
事
件
事
故

の
受
付
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

急
を
要
し
な
い
相
談
に
つ
い

て
は
、
警
察
安
全
相
談
電
話

＃
９
１
１
０
ま
た
は
☎
０
８
２-

２
２
８-

９
１
１
０
も
し
く
は
各

警
察
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
携
帯
電
話
を
利
用
す
る
場
合
、
運

　

転
を
し
な
が
ら
の
電
話
は
法
律
で

　

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
大
変
危
険
で

　

す
。
必
ず
安
全
な
場
所
に
車
を
止

　

め
て
か
ら
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

聴
覚
障
害
者
の
110
番

フ
ァ
ッ
ク
ス　

　

０
１
２
０-

１
１
０-

８
４
２

メ
ー
ル

　

h
i
r
o
s
h
i
m
a
-
p
o
l
i
c
e
@
b
e
e
t
l
e
.

　

o
c
n
.
n
e
.
j
p

問
い
合
わ
せ

　

竹
原
警
察
署　

 
 

☎
22-

０
１
１
０
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れんらく板

消
費
生
活
相
談
室
便
り

 　
　
　

～
利
殖
商
法
～

　

利
殖
商
法
は
、
「
必
ず
値
上
が
り

す
る
」
「
高
配
当
」
な
ど
、
も
う
け

話
を
巧
み
に
装
い
、
契
約
を
促
す

商
法
で
す
。
最
近
で
は
、
次
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

未
公
開
株
の
勧
誘

　

上
場
予
定
の
な
い
未
公
開
株
を

上
場
予
定
で
あ
る
と
偽
っ
た
り
、

発
行
会
社
自
体
が
架
空
で
あ
る
な

ど
の
詐
欺
的
な
投
資
話
で
す
。

外
国
通
貨
へ
の
投
資

　

イ
ラ
ク
通
貨
や
ス
ー
ダ
ン
通
貨

な
ど
を
購
入
さ
せ
、
高
く
売
る
こ
と

を
勧
め
る
投
資
話
で
す
。
日
本
の
銀

行
で
は
、
こ
れ
ら
の
通
貨
の
取
り
扱

い
は
な
く
、
国
内
で
日
本
円
に
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

投
機
的
な
社
債
の
勧
誘

　

実
体
の
な
い
社
債
な
ど
を
、
高

利
回
り
の
配
当
や
額
面
の
３
～
４

倍
で
の
買
取
を
約
束
し
て
購
入
を

勧
め
る
信
用
性
の
乏
し
い
取
引
で

す
。

　

高
齢
者
や
過
去
に
投
資
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
っ
た
人
が
狙
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
う
ま
い
も
う
け
話
は

あ
り
ま
せ
ん
。
取
引
の
仕
組
み
の

分
か
ら
な
い
モ
ノ
に
は
、
手
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）
・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り

も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
さ

れ
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一

定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

呉
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
２
３-

２
２-

１
６
９
１

　

 

募
集

県
営
住
宅
の
入
居
申
請

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
制
度

　

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

募
集
住
宅　

　

市
内
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、
新

た
に
空
家
が
生
じ
た
住
宅

受
付
期
間　

２
月
２
日

（水）
～
４
日

（金）

　

8
時
30
分
～
17
時

受
付
場
所　

株
式
会
社
く
れ
せ
ん

　

（
東
広
島
市
西
条
昭
和
町
）

　

☎
０
８
２-

４
２
４-

４
８
７
７

※
募
集
住
宅
、
申
込
方
法
及
び

　

申
込
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

１
月
25
日

（火）
か
ら
配
布
す
る
申

　

込
の
し
お
り
及
び
募
集
一
覧

　

（
市
役
所
都
市
整
備
課
備
え
付

　

け
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

都
市
整
備
課
住
宅
係

　

☎
22-

７
７
４
９

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

平
成
23
年
度
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

対
象
者

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
開
設
さ

れ
て
い
る
小
学
校
に
通
学
す
る
新

１
年
生
か
ら
新
３
年
生
で
、
放
課

後
に
保
護
者
が
就
労
な
ど
の
た
め

家
庭
に
い
な
い
児
童
。

※
東
野
小
学
校
区
は
、
荘
野
放
課

　

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
併
設
し
ま
す
。

受
付
期
間　

　

２
月
28
日

（月）
ま
で

申
し
込
み

　

利
用
申
請
書
及
び
就
労
証
明
書

（
子
ど
も
福
祉
室
、
各
児
童
ク
ラ

ブ
に
備
え
付
け
）
を
子
ど
も
福
祉

室
（
福
祉
会
館
内
）
へ

問
い
合
わ
せ　

　

子
ど
も
福
祉
室

　

☎
22-
７
７
４
２

特
別
認
可
制
度
に
よ
る

仁
賀
小
学
校
へ
の
入
学

・
転
入
学

　

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

仁
賀
小
学
校
は
、
小
規
模
校
の
特

色
を
活
か
し
多
く
の
体
験
活
動
を

取
り
入
れ
た
学
校
教
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
仁
賀
小
学
校
へ

の
就
学
を
希
望
す
る
児
童
・
保
護

者
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
・
転
学
の
条
件

①
年
間
通
年
通
学
す
る
こ
と

②
制
度
の
趣
旨
や
目
的
を
理
解
し
、

　

学
校
の
教
育
活
動
に
賛
同
す
る

　

こ
と
。

③
市
内
在
住
で
、
保
護
者
の
責
任

　

で
通
学
す
る
こ
と
。

受
付
期
間　

　

２
月
１
日

（火）
～
25
日

（金）

※
学
校
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　

☎
22-

７
７
５
３

　

仁
賀
小
学
校

　

☎
29-

０
３
０
７

相
談
窓
口

　

消
費
生
活
相
談
室

　

（
市
役
所
産
業
振
興
課
内
）

　

平
日
月
曜
～
金
曜
（
10
時
～
16
時
）

　

☎
22-

６
９
６
５

放課後児童クラブ名 開設場所

忠海東放課後児童クラブ 忠海東小学校内

忠海西放課後児童クラブ 忠海西小学校内

吉名放課後児童クラブ 吉名小学校内

竹原放課後児童クラブ 竹原小学校内

竹原西放課後児童クラブ 竹原西小学校内

大乗放課後児童クラブ 大乗小学校内

荘野放課後児童クラブ 賀茂川会館内

中通放課後児童クラブ 中通小学校内

▼放課後児童クラブ一覧
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市
で
は
、
男
女
が
共
に
個
性
や

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
、
「
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
等
に
基
づ
い
て
、
様
々
な

施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
検
討
・
評
価
を
し
て
い
た
だ

く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
関
心
が
あ

り
、 

年
１
回
程
度
の
平
日
昼
間
の

会
議
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
員　

若
干
名

申
込
期
限　

１
月
31
日

（月）

申
込
方
法　

　

申
込
用
紙
（
人
権
推
進
室
に
備

え
付
け
）
に
記
入
の
う
え
、
直
接
持

参
ま
た
は
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

　

〒
７
２
５-

８
６
６
６
（
住
所
不
要
）

　

人
権
推
進
室

　

☎
22-

７
７
３
６

平成２３年度奨学金・修学支度金の希望者を募集
　経済的な理由により、高等学校・大学等への修学が困難な人を対象に、教育費（奨学金）や入学時

に必要な資金（支度金）の貸付制度を無利子で設けています。希望者を次のとおり募集します。

受付期間　３月１０日（木）～２５日（金）

申し込み・問い合わせ　

　申請書（学校教育課に備え付け）に必要書類を添付し、学校教育課学事係へ　☎２２-７７５３

制度名称 竹原市修学支度金 竹原市奨学金
竹原市奨学金基金
久保谷奨学金基金

中国生コンクリート奨学金基金

応
募
で
き
る
人

貸 付 対 象 者
高校・専門学校・大学への
入学が確実な人

高校・高等専門学校（１～
３年生）に在学している人、
または入学が確実な人

大学・高等専門学校（４・５
年生）・専門学校に在学してい
る人、または入学が確実な人

資 格
○借受人または保護者が市内に居住していること
○修学支度金および教育費等の支払いが困難であること
○向学心がおう盛であること

貸
付
内
容

貸 付 者 審査によって決定します。（４月中旬）

貸付額（予定）
高校　　　10 万円以内
専門学校　30 万円以内
大学　　　30 万円以内

国公立高校・高等専門学校
　　月額　1万円以内
私立高校
　　月額　2万円以内

月額　3万円以内

貸 付 時 期 入学時に１回
在学する学校の正規の修学期間とし、原則として学期の
始めに、年 3回に分けて貸し付けます。

貸付金の利子 無 利 子

返還方法

卒業して半年後に返還開始 ※進学すれば、その間は返還を猶予することができます。

10 年以内に半年賦方法で
返還

9 年以内に月賦・半年賦ま
たは年賦の方法で返還

10 年以内に月賦・半年賦ま
たは年賦の方法で返還

売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

受
付
期
間　

１
月
17
日

（月）
～
21
日

（金）

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

開
札
日
時　

　

１
月
24
日

（月）
９
時
～
随
時

売
却
物
件

　

仁
賀
町
３
９
３
５

　
　

宅
地　

３
９
７
．
７
１
㎡

　

仁
賀
町
３
９
４
４

　
　

宅
地　

３
３
０
．
１
２
㎡

　

仁
賀
町
３
９
４
１
‐
１

　
　

宅
地　

６
６
２
．
０
０
㎡

　

仁
賀
町
３
９
２
３

　
　

宅
地　

３
２
９
．
９
１
㎡

　

下
野
町
４
１
９
２
‐
１

　
　

宅
地　

８
８
７
．
９
９
㎡

　

下
野
町
４
２
１
９
‐
１　

　
　

宅
地　

４
６
４
．
９
２
㎡

申
込
書
・
添
付
書
類　

　

申
込
書
様
式
な
ど
の
必
要
な
書

類
や
物
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
財
政
課
に
も
冊
子

を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
監
理
係

　

☎
22-

７
７
３
１

交通事故統計情報

 
◎警報日　　 　 1/19（水）

〇南部警報日　　1/18（火）

〇県下一斉警報日 1/24（月）

●路線注意報日

　国道 185 号　  1/19（水）

 高速山陽道　　1/22（土）

 竹原警察署　☎ 22-0110

男
女
共
同
参
画
推
進

協
議
会
委
員
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催
し

文
化
財
防
火
訓
練

　

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

で
す
。
竹
原
市
に
も
、
春
風
館
や

復
古
館
な
ど
の
貴
重
な
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。

　

文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
消
防
署
・
消
防
団
・
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
防
火
訓
練
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　

１
月
29
日

（土）　

11
時
～

場
所

　

勝
運
寺
（
忠
海
）

訓
練
内
容

　

通
報
訓
練
・
初
期
消
火
訓
練
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

文
化
生
涯
学
習
室

　

☎
22-

７
７
５
７

　

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
と

は
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
（
災

害
を
防
い
だ
り
、
き
れ
い
な
水
・

空
気
を
つ
く
っ
た
り
す
る
機
能
）

の
維
持
・
推
進
を
目
的
と
し
て
、

放
置
さ
れ
荒
廃
し
た
人
工
林
の
再

生
、
里
山
林
の
整
備
、
森
林
・
林

業
体
験
活
動
の
支
援
、
間
伐
材
の

利
用
対
策
、
森
林
・
林
業
に
対
す

る
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
取
組
み
を
行

う
事
業
で
す
。

　

必
要
な
経
費
は
、
ひ
ろ
し
ま
の
森

づ
く
り
県
民
税
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

竹
原
市
の
取
り
組
み

　

平
成
22
年
度
は
、
人
工
林
の
再

生
と
し
て
間
伐
に
よ
る
人
工
林
の

健
全
化
、
里
山
林
の
整
備
と
し

て
、
放
置
森
林
整
備
・
松
く
い
虫

被
害
跡
地
整
備
・
竹
林
繁
茂
地
整

備
・
里
山
活
用
林
整
備
、
里
山
林

の
保
全
活
用
に
関
す
る
住
民
団
体

へ
の
支
援
、
間
伐
材
を
利
用
し
た

木
製
品
の
公
共
施
設
等
へ
の
設
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
工
林
の
健
全
化
を
希
望
す

る
森
林
を
募
集

対
象　

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林

　

の
う
ち
、
15
年
以
上
一
度
も
手

　

入
れ
が
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ

　

い
る
森
林
。

内
容　

間
伐
に
よ
る
人
工
林
の
健

　

全
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事

　

業
の
緊
急
性
や
必
要
な
手
入
れ

　

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
事

　

業
対
象
を
決
定
し
ま
す
。
判
定

　

後
、
対
象
と
な
る
森
林
の
所
有

　

者
と
協
定
（
20
年
間
の
皆
伐
制

　

限
等
）
を
結
び
、
整
備
事
業
を

　

実
施
し
ま
す
。

※
間
伐
に
つ
い
て
は
、
１
ヘ
ク

　

タ
ー
ル
当
た
り
１
万
円
の
負
担

　

が
必
要
で
す
。

住
民
団
体
等
に
よ
る
里
山
林

整
備
の
取
組
み
を
助
成

対
象　

里
山
林
整
備
と
し
て
、
竹

　

林
の
伐
採
及
び
整
理
に
よ
る
繁
茂

　

の
防
止
へ
の
取
組
み
、
住
民
団
体

　

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
の
自
ら
の
企
画

　

に
よ
る
里
山
林
の
保
全
活
用
に
関

　

す
る
取
組
み
、
森
林
の
機
能
や
林

　

業
に
つ
い
て
学
ぶ
体
験
活
動
へ
の

　

取
組
み
、
住
民
団
体
等
が
行
う
植

　

樹
活
動
等
の
緑
化
活
動
へ
の
取
組
み
。

内
容　

地
域
住
民
の
代
表
者
な
ど

　

で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
で
採
択

　

さ
れ
た
取
組
み
に
対
し
、
活
動

　

に
必
要
な
資
材
の
購
入
や
作
業

　

器
具
の
整
備
な
ど
に
必
要
な
経

　

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

豊かな森林をまもりましょう
　ひろしまの森づくり事業

問い合わせ　産業振興課耕地林業係　

　　　　　　☎２２-７７４５

職
業
訓
練
生

　

広
島
県
立
呉
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
平
成
23
年
４
月
入
校
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
・
選
考
日
等
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

科名 期間 対象年齢

溶接加工科 １年 ４０歳未満

機械システム科 １年 ４０歳未満

住宅リフォーム科 １年 ４０歳未満

情報システム科 １年 １８歳以上３０歳以下

ビルメンテナンス科 ６か月 年齢制限なし

ＯＡビジネス科 ６か月 年齢制限なし

介護サービス科 ６か月 年齢制限なし

応
募
受
付
期
間　

　

１
月
11
日

（火）
～
２
月
22
日

（火）

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
立
呉
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
８
２
３-

７
１-

８
８
１
６

▼募集訓練科
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会
的
行
動
障
害
な
ど
の
認
知
障
害

を
呈
し
て
い
る
人
の
家
族
、
そ
の

他
関
心
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と

し
た
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

場
所　

広
島
県
立
障
害
者
リ
ハ
ビ

　

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
東

　

広
島
市
西
条
町
田
口
２
９
５-

３
）

※
毎
月
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

　

両
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

広
島
県
高
次
脳
機
能
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
２-

４
２
５-

１
４
５
５

高
次
脳
機
能
障
害

家
族
セ
ミ
ナ
ー

　

外
傷
性
脳
損
傷
、脳
血
管
障
害
、

脳
炎
や
脳
症
等
に
よ
る
脳
の
損
傷

に
よ
っ
て
生
じ
る
、
記
憶
障
害
、

注
意
障
害
、
遂
行
機
能
障
害
、
社

日　　時 内　　容 担　当　者

1 月 7 日（金）、18 日（火）
14:00 ～ 15:00

脳損傷とその後遺症に
ついて

臨床心理士

2月 4日（金）、15 日（火）
14:00 ～ 15:00

リハビリテーションと本
人への関わり方について

作業療法士また
は言語聴覚士

3月 4日（金）、15 日（火）
14:00 ～ 15:00

福祉制度について
支援コーディ

ネーター

　

視
覚
障
害
の
人
へ
の
情
報
提
供

方
法
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
、
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
（
朗
読

録
音
テ
ー
プ
を
Ｃ
Ｄ
形
状
に
す
る
）

の
作
成
方
法
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
者
も
し
く
は
市

　

内
勤
務
の
人
で
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

　

ｗ
ｓ
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

日
時　

２
月
19
日

（土）
か
ら
３
月
26

　

日
（土）
ま
で
の
土
曜
日
計
６
回

　

各
回
、
13
時
20
分
～
15
時
20
分

場
所　

　

ふ
く
し
の
駅
３
階
研
修
室

　

（
竹
原
市
中
央
三
丁
目
）

定
員　

10
人

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

２
月
４
日

（金）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22-

５
１
３
１

デ
ジ
タ
ル
録
音
編
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

美術館 たけはら町並み雛めぐり
　今年も、町並み保存地区内の文化

施設などでひな人形を展示する「町

並み雛めぐり」を開催します。春の

訪れを感じながら、ひな人形を探し

て歩いてみませんか。

日時

　２月11日（金・祝）～３月21日（月・祝）

　９時～ 17 時（一部施設 10 時～ 16 時）

場所　町並み保存地区

問い合わせ　観光交流室　

　　　　　　☎２２-７７３０

雛めぐりにご協力を

　ひな人形やひな祭りに関連する品

をお持ちで、雛めぐり開催中の展示

にご協力いただける人は、ご連絡く

ださい。

　この機会にひな人形をお披露目し

てはいかがですか。

問い合わせ

　ＮＰＯネットワーク竹原

　☎２２-０２１４

　文化生涯学習室

　☎２２-７７５７

　都市と農村の交流事業
吉名よがんすのぉ～祭り

　

　竹原市の農業者、漁業者、商業者の連携による地域振興イ

ベントを開催します。

場所　竹原市立吉名小学校

内容　吉名特産物・加工品等の販売、飲食ブース、各種ＰＲ・

　　　体験コーナーなど

問い合わせ

　吉名よがんすのぉ～祭り

　実行委員会事務局（吉名公民館内）　

　☎２５-１６７４

☎ 22-3558

池田勇人コレクション　所蔵品展「吉
きっしょう

祥」
※吉祥…吉兆、めでたいきざし

2 月 13 日（日）まで

所蔵品の中から吉祥性に富んだ作品を紹介します。

入館料　

　19 歳以上 200 円（160 円）・18 歳以下無料

　※（　）内は 20 名以上の団体料金

休館日　

　月曜日（祝日の場合は開館）・祝日の翌日

開館時間：9時～ 17 時

（入館は 16 時 30 分まで）

川村曼舟 「旭日静波」

１/ ２３（日）
9 時 30 分～ 14 時 30 分
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ティータイム

　　市政発展のためのご意見などをお寄せください
郵便　〒 725-8666（住所不要）竹原市企画政策課「市長への私の提案」係
FAX 　22-0998
※電子メールでも受け付けています。市ホームページ「市長の部屋」から送信で

きます。いただいたご意見等は「市長の部屋・掲示板」にて公表させていただく

場合があります。

人のうごき
（住民基本台帳登録者数）

人口　　　２９，３６６人

　男　　　１３，８４３人

　女　　　１５，５２３人

　　　　１２，９４１世帯

１年前　　２９，７５４人

５年前　　３１，２４２人

　－１２月１日現在－

　　　竹原市メールマガジン  メルマガ＊かぐや姫＊を配信中！

　市では、耳寄りなイベント情報などをメールで届けるメルマガを毎月 10

日に配信しています。パソコンまたは携帯電話で登録ができます。配信を

希望する場合は、市ホームページまたはＱＲコードから登録してください。

平成 23 年度　保育士・
幼稚園教諭 ( 市職員 ) 募集
採用予定人数　

　①保　育　士　１名程度

　②幼稚園教諭　１名程度

受験資格　

　昭和５０年４月２日以降に生まれ

た人で、①については保育士の資格

を、②については幼稚園教諭免許を

有する人または平成２３年３月末ま

でに取得見込みの人

１次試験日　

　２月６日（日）

受付期限　

　１月２５日（火）※必着

試験会場　

　竹原市役所会議室

受付場所　

　市役所２階総務課人事係

受験案内配布場所　

　総務課人事係・支所・出張所

※市ホームページからもダウンロー

　ドできます。

問い合わせ　

　総務課人事係　☎２２-７７１９

　多くのみなさんが、お世話
になった人や遠方の友人など
に年賀状を送られていること
と思います。我が家でも、ま
ずは写真撮影から。
　今年はうさぎ年なので、子
どもとうさぎのコラボ写真を撮影するため、みなさ
んご存知のラビットアイランドに。動物が相手なので、
悪戦苦闘しながら、なかなかいい写真？が撮れました。
　今月号もうさぎネタから。「広報たけはら」を今年
もよろしくお願いします。

おめでとうございます
～ひろしま県お弁当３・３コンクール～
　第１回ひろしま県お弁当３・３コ

ンクールで、忠海西小学校６年生の

夜
よ ふ ね ま あ き

船真昭さんが審査員特別賞を受賞

しました。夜船さんは、1,551 件も

の応募の中から、見事１次審査を通

過し、11 月に行われた最終審査で

実際にお弁当を調理しました。

　

← 赤（主菜）・黄（主食）・緑（副菜）

の３色の食品を組み合わせ、栄養バラ

ンスのとれた美味しそうな夜船さんの

お弁当。タイトルは「仲よしきょうだい」

で、夜船さんと弟がピクニックに来て

いる様子をイメージしています。県内

産のきゅうりも使用しているそうです。

　最終審査は、審査員のみなさんが周りにいる中で

調理したので、とても緊張して、手もふるえていま

した。栄養士の先生から学んだことを思い出しなが

ら家で練習したので、受賞が決まった時は、とても

うれしかったです。料理が好きで、家族に料理を食

べてもらうことも多いです。もっと上手になって、

来年は中学生の部にチャレンジしたいです。

夜船さんの感想は…？

に


